
１　部の運営方針

２ 部の経営資源

（１）部の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２）事業規模 ※H29職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業 担当課数 2 課

【部の使命】
　中心市街地における都市機能の増進及び経済活力の向上のための調整を行い、中心市街地の活性化を図ります。
　徳山駅周辺の整備を推進し、交通・交流拠点の形成を図ります。
　徳山駅前地区市街地再開発事業を進める準備組合と共に再開発事業を推進します。

【部の目標】（令和元年度の部の目標を記載し、重点的に取り組む事項とその概要について優先順に5つ程度明記）
　中心市街地の活性化に向け、徳山駅周辺整備事業の推進、歩いて楽しいまちづくりの実現に向けた歩行者優先道路化の検討、活性化に資する民間事業への支援等に取
り組みます。
　準備組合との協議及び関係機関との調整を図り、再開発事業を着実に推進します。

①　北口駅前広場の整備
　　　関係機関と調整を図りながら、円滑に工事を進め、秋の完成を目指します。
②　第２期中心市街地活性化基本計画の策定
　　　中心市街地活性化協議会等まちづくり関係者と連携して、第２期計画を策定し、内閣総理大臣の認定を目指します。
③　中心市街地における賑わいの創出及び回遊性の強化
　　　徳山駅前賑わい交流施設を核拠点とし、賑わいの創出及び回遊性の強化を図ります。
④　都市計画の決定
　　　周南都市計画第一種市街地再開発事業及び周南都市計画高度利用地区の決定をし、事業を推進します。
⑤　再開発事業計画の県知事認可に向けた支援
　　　再開発事業計画の県知事認可に向け、準備組合を支援します。

【働き方改革による業務改善等の取組み】
　　事務分担の適正化及び課をまたがっての相互連携により業務に取り組むことで、事務の効率化に努めます。
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令和元年度 部の運営方針書
中心市街地整備部

10 10 人件費

歳入予算額 688,994 歳出予算額 担当予算事業数 5



中心市街地整備部

３ 部の中期目標 （優先順）　第２次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

７　産業・観光
５　中心市街地の賑わいの創出
（１）徳山駅周辺整備事業の推進

北口駅前広場については、令和元年秋の完成を目指し整備します。南口駅前広場については、
令和２年度の完成を目指し整備します。

７　産業・観光
５　中心市街地の賑わいの創出
（３）魅力ある中心市街地の再生・充実

第２期中心市街地活性化基本計画を策定し、内閣総理大臣の認定を目指します。徳山駅前賑わ
い交流施設を核拠点として賑わいを創出し、中心市街地全体の回遊性を強化します。

7　産業・観光
５　中心市街地の賑わいの創出
（３）魅力ある中心市街地の再生・充実

再開発事業による商業施設の充実、街なか居住の推進、新たな雇用の創出などにより、中心市
街地の賑わいを向上します。

目標 実現したい成果　（最終目標）推進施策
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1


